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平
成
27
年
12
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
近
況
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
９
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
中
部
電
力
㈱
で
は
、
震
災
後
、
重
大
事

故
に
至
ら
な
い
た
め
の
安
全
性
向
上
対
策
工
事
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。海
抜
22
ｍ
の
防
波
壁
工
事
、

高
台
30
ｍ
の
貯
水
槽
（
９
千
ト
ン
）
及
び
緊
急
時

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
６
基
の
建
屋
工
事
が
お
お
む
ね
完

了
し
、
現
在
、
次
の
対
策
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

１　

敷
地
内
へ

の
火
災
延

焼
対
策
に

つ
い
て

敷
地
を
囲
む

山
林
に
防
火
帯

（
幅
20
ｍ
）
を

設
け
る
た
め

に
、
樹
木
の
伐

採
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

２　

竜
巻
や
火
災
対
策
に
つ
い
て

４
号
機
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
の

軽
油
タ
ン
ク
（
容
量
１
２
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）

６
基
を
地
下
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

３　

緊
急
時
対
策
所
の
建
設
工
事
に
つ
い
て

緊
急
時
に
受
信
・
発
信
な
ど
の
通
信
機
能
を

確
保
し
、
指
令
所
と
な
る
建
物
が
、
平
成
28
年

９
月
末
の
工
期
で
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。以

上
、
中
部
電
力
㈱
よ
り
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

一
般
質
問

9
名
が
登
壇 

市
政
を
問
う

＊
こ
の
一
般
質
問
は
12
月
９
日
と
10
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

問
石
原
市
政
３
期
12
年
の

重
点
施
策
の
成
果
と
課

題
は答

防
災
で
は
、
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
こ
と
、

安
全
安
心
を
第
一
に
、
新
消
防

庁
舎
の
建
設
及
び
消
防
団
や
自

主
防
災
組
織
へ
の
防
災
資
機
材

の
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ

ト
面
の
防
災
対
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

教
育
と
子
育
て
で
は
、
園
や

学
校
の
連
携
を
深
め
、
教
職
員

同
士
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
子
供
医
療
費
の
年
齢
を
拡

大
し
て
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

福
祉
で
は
、
発
達
に
心
配
の

あ
る
子
供
の
支
援
の
場
と
し
て

「
新
野
こ
ど
も
の
里
」
の
開
設
、

障
が
い
者
の
自
立
支
援
窓
口
の

設
置
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

環
境
で
は
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入
促
進

補
助
金
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進

を
図
り
ま
し

た
。産

業
振
興

で
は
、
御
前

崎
茶
の
北
海

道
販
路
拡
大

で
成
果
を
上

げ
、
荒
廃
農

地
対
策
や
用

水
路
の
改

修
、
磯
焼
け

対
策
や
栽
培

漁
業
の
推
進

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
後
の
課

題
は
、
御
前
崎
地
区
防
災
拠
点

の
整
備
、
消
防
団
再
編
及
び
団

員
確
保
、
子
育
て
支
援
組
織
の

体
制
づ
く
り
、
中
学
校
の
建
替

え
、
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
及
び

火
葬
場
の
整
備
問
題
、
観
光
施

策
や
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

石
原
市
政
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

杉浦謙二

問
病
院
の
経
営
状
況
は

答
20
年
度
に
病
院
改
革
プ

ラ
ン
の
策
定
を
し
た

が
、
26
年
度
の
消
費
税
増
税
や

内
科
医
師
の
退
職
、
看
護
師
不

足
に
よ
る
病
棟
縮
小
や
施
設
基

準
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、

収
支
が
再
度
悪
化
し
ま
し
た
。

問
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
へ
の
対
応
は

答
国
が
示
す
新
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
に

は
、「
経
営
の
効
率
化
」「
再
編

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」「
経
営
形

態
の
見
直
し
」、
さ
ら
に
県
が

27
年
度
末
に
策
定
予
定
の
「
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
役
割

の
明
確
化
」
の
４
つ
の
視
点
が

加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
の
病

院
改
革
プ
ラ
ン
は
、
28
年
度
中

に
策
定
予
定
で
す
。

問
風
の
マ
ル
シ
ェ
御
前
崎

は
、
当
初
計
画
に
沿
っ

た
事
業
と
な
っ
て
い
る
か

答
高
松
地
区
活
性
化
計
画

の
現
状
は
、
オ
ー
プ
ン

当
初
の
高
松
地
区
出
荷
登
録
者

数
58
名
か
ら
７
名
増
の
65
名
と

な
り
、
地
区
内
に
直
売
施
設
が

あ
る
こ
と
の
効
果
の
表
れ
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

現
在
、
加
工
施
設
の
利
用
が

少
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

す
。
28
年
度
事
業
で
は
、
農
家

が
持
ち
寄
っ
た
野
菜
を
活
用
し

た
総
菜
や
菓

子
の
試
作
品

開
発
な
ど
、

６
次
産
業
化

へ
の
入
り
口

と
な
る
よ
う

な
講
習
会
を

開
催
し
て
い

き
た
い
と
考

え
ま
す
。

御
前
崎
市
立
総
合
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

農
業
振
興
拠
点
施
設
に
つ
い
て

阿南澄男

問
浜
岡
原
発
は
他
の
原
発

と
異
な
り
、
時
の
総
理

大
臣
か
ら
の
公
式
な
停
止
要
請

に
よ
り
停
止
し
た
。
こ
の
た

め
、
浜
岡
原
発
が
再
稼
働
す
る

場
合
、
時
の
総
理
大
臣
か
ら
の

公
式
な
再
稼
働
要
請
が
実
施
さ

れ
る
べ
き
で
は

答
平
成
26
年
４
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、「
原

子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
世
界

で
最
も
厳
し
い
水
準
に
適
合
す

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
判
断
を
尊
重
し
原
子
力
発

電
所
の
再
稼
働
を
進
め
る
。
そ

の
際
、
国
も
前
面
に
立
ち
、
立

地
自
治
体
な
ど
関
係
者
の
理
解

と
協
力
を
得
る
よ
う
取
り
組

む
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
薩さ

つ

摩ま

川せ
ん

内だ
い

原
発
再
稼
働

以
後
、
万
々
が
一
、
原

発
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
同

意
自
治
体
の
立
場
は
被
害
者
で

あ
る
か
加
害
者
で
あ
る
か
。
ま

た
、
同
意
自
治
体
へ
の
損
害
賠

償
に
過か

失し
つ

相そ
う

殺さ
い

・
損そ

ん

益え
き

相そ
う

殺さ
い

が

適
用
さ
れ
る
か

答
万
々
が
一
の
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、「
原
子

力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法

律
」
で
原
子
力
事
業
者
が
賠
償

責
任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
、
そ

の
負
担
は
無
過
失
責
任
・
無
限

責
任
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
立

地
自
治
体
が
加
害
者
と
さ
れ
た

り
、
損
害
賠
償
に
お
い
て
、
過

失
相
殺
・
損
益
相
殺
が
適
用
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

風のマルシェ

新野こどもの里

平
成
27
年
12
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

御
前
崎
市
行
財
政
改
革
の
取
組
状
況
に
つ
い

て１　

第
２
次
行
財
政
改
革
行
動
計
画
に
つ
い
て

財
政
改
善
の
た
め
の
行
動
計
画
は
、
お
お
む

ね
62
・
5
％
が
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
目
標
値
に
達
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
人
事

院
勧
告
に
よ
る
基
本
給
改
定
や
職
員
採
用
な
ど

に
よ
る
人
件
費
の
増
、
Ｐ
Ｃ
入
替
な
ど
に
よ
る

備
品
購
入
や
消
費
税
率
改
定
な
ど
に
よ
る
物
件

費
の
増
、
住
宅
取
得
補
助
金
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
補
助
金
な
ど
の
新
設
な
ど
に
よ
る

補
助
金
が
増
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

２　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
現
状
を
整
理
・
把
握
し
、
最
適

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
27
年
度

は
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
方
針
編
）

の
策
定
及
び
池
新
田
高
等
学
校
美
術
部
と
の
共

同
企
画
に
よ
る
マ
ン
ガ
の
作
成
、
公
共
施
設
白

書
の
更
新
、
職
員
研
修
、
施
設
評
価
（
仮
評
価
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

３　

補
助
金
な
ど
の
適
正
化
に
つ
い
て

補
助
金
適
正
化
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、

１
１
４
事
業
の
補
助
金
評
価
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
14
事
業
に
対
す
る
審
査
判
定
会

を
開
催
し
、
見
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

以
上
、
27
年
度
の
行
財
政
改
革
の
取
組
に
つ

い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

浜
岡
原
子
力
発
電
所
、

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て
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